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１．はじめに 

 近年，地方自治体により橋梁長寿命化修繕計画な

どが策定され，橋梁の維持管理に対する機運が高ま

っている．反面，職員の不足，維持管理予算の不足な

どから十分な対策が行われていないのが現状である． 

 鋼製排水溝は排水管と異なり橋面上に配置されて

いることから目詰まり等の早期発見が可能であり，

また漏水による悪影響も少ないことから長期的な維

持管理対策が容易になると考えられる． 

 本研究は中小規模の既設橋梁において，ライフサ

イクルコストによる排水管取替えと鋼製排水溝への

構造変更を比較することで，今後の長寿命化対策手

法に加えられるかどうか検討するものである． 

２．鋼製排水溝の構造について 

 鋼製排水溝の構造は，既存部材の改造が最小限に

抑えられるフラット型の鋼製排水溝とした． 

 使用する鋼製排水溝のサイズは，後述するモデル

橋梁の条件で流量計算を行い決定している． 

 

 

 

 

 

 

３．ＬＣＣ検討条件 

３-１．ＬＣＣ検討シナリオ 

 本研究では，ライフサイクルコスト比較のための

検討シナリオとして，以下の３つを設定した． 

（1） 漏水による主桁損傷が発生した場合を想定し

た主桁補修シナリオ 

（2） 既存排水管の維持管理シナリオ 

（3） 鋼製排水溝への構造変更シナリオ 

 (1)は，主桁の損傷を受けた事後対策となる．損傷

発生は漏水後 10 年程度を想定している． 

 (2)のシナリオは，既存の排水管を定期的に清掃・

交換するシナリオである．屋外環境における排水管

（ＶＰ管）の耐用年数は十分に解明されていないこと

から交換サイクルを 15 年，20 年，30 年の 3 種類を

仮定した． 

 (3)のシナリオは，排水管に代わり鋼製排水溝に改

造し，維持管理するシナリオである．鋼製排水溝の設

計寿命は 50 年を設定した． 

３-２．モデル橋梁の設定 

 検討する上で設定したモデル橋梁は，車道 2 車線

で歩道無しの鋼単純鈑桁橋を想定し，橋長及び縦断

勾配をパラメーターとして設定した． 

 

 

 

 

 

 

 

 

構造形式 鋼単純 I桁橋 

橋長 (m) 20.0 ～ 60.0 

幅員(m) 有効幅員 8.500 

縦断勾配(%) 0.3 , 0.5 , 1.0 , 2.0 

横断勾配(%) 2.0% (拝み勾配) 

図-2 橋梁モデル概要 

 

３-３．概算工費及び取替えサイクルの設定 

概算工費については，積算基準及びメーカーヒアリ

ングから次頁の工費を設定した． 

 キーワード 橋梁，排水装置，鋼製排水溝，ライフサイクルコスト 

 連絡先 〒000-0000 ＴＥＬ03-0000-0000

図-1 鋼製排水溝概要図



表-1 主桁補修シナリオ概算工費 

 

表-2 排水管取替シナリオ概算工費 

 

表-3 鋼製排水溝設置シナリオ概算工費 

 

４．ＬＣＣ検討結果  

 構造変更時点から 100 年後までのＬＣＣ算出結果

を図-3 に示す．図におけるパラ-メータは橋長 40m，

縦断勾配 1.0%としたときものものである．この条件

よると，排水管の維持管理対策との優劣は，鋼製排水

溝の設計耐用年数まで使用することが条件となって

くるようである．今回の検討では，排水管の取替えサ

イクルが20年以内の場合は鋼製排水溝が優位となる

結果となった． 

 また，当て板補修による事後対策は，高コストとな

ることが確認された． 

 次に，鋼製排水溝と排水管取替え（取替えサイクル

20年）とのコスト差について，50年後における橋長，

縦断勾配パラメーターを変化させたグラフを図-4 に

示す．この結果，縦断勾配が大きいほど鋼製排水溝の

適用が優位となり，また橋長については短い方が緩

い縦断勾配でも適用できる可能性があることが確認

された． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-3 LCC 比較表(橋長 40m，縦断 1.0%) 

 

 

 

 

 

 

 

図-4 鋼製排水溝と排水管取替(20 年)とのコスト差 

 

５．まとめ  

 橋梁の残り供用期間が 50 年で，排水管の取替えサ 

イクルが20年程度となる場合は鋼製排水溝設置が優 

位となった．特に縦断勾配の大きい橋梁に対して優 

位性が出てくる事から，山間部に架かる橋梁など，縦

断勾配が大きい橋梁についてはメリットが出てくる

ものと考えられる． 

 今回の検討では排水管の取替えサイクルを仮定値

して検討しているが，今後排水管の補修実績の積み

重ねなどから排水管の損傷と取替えサイクルについ

ての知見が深まれば，より実用的な判定が得られる

ものと考えている． 
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